
 

様式 4_助成事業実施報告書 

    ２０１９年 ７月 ２０日 

助成事業実施報告書 

団体名  特定非営利活動法人  ピアホーム      

代表者・役職名 氏名   理事長 山澤由美子     

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

 ピアホーム研修旅行 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

利用者は家庭の環境により、家族旅行や学校の修学旅行を経験しているものが少ない。公共交通機

関やホテルの利用のマナーなどを学ぶ機会としたい。また、利用者は自立のために就労しており、将来

へ貯金はしていても、近い自分のためのご褒美があることは少ない。この旅行を仕事の励みとしてほし

い。 

そして、鳥取は賃金が安いうえに公共交通機関が発達しておらず、何をするにも自家用車不可欠にな

ってくる。利用者はその特性から免許の取得が難しかったり、自動車自体の購入が難しい。また、その

環境から地元とのつながりが薄いということもあり、自立の際に都会に出ることを一つの選択肢と考え

てよいはずであるが、利用者の中には鳥取県しか知らず都会に不安を感じるものも多い。自立後を考

える際にこの経験で選択肢を広げるきっかけになってもよいと考えている。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

ピアホーム研修旅行 

実施時期：2019年夏～秋頃    参加人数：利用者 6名（未定） 

引率：職員 3名     行先：東京 

目的：①普段行くことのない場所を訪れることによって、自分が体験したことのない文化や地域の違い

などを理解する。 

②公共交通機関やホテルの利用により、公共の場での適切な過ごし方や利用方法、マナーを学ぶ。 

③団体行動を通して、仲間意識を高め、集団の 1人としての態度や自他の安全について学ぶ。 

日程案  １日目 米子空港～（空路）～羽田空港～東京ディズニーランド～ホテル 

      ２日目 ホテル～東京観光（班別行動）～羽田空港～（空路）～米子空港 

 

 

 

自立援助ホームピアホームは平成１５年に開設されました。当時はまだ自立援助ホームは制度化され

ておらず、少ない補助金と会費、スタッフのボランティアで運営されている状況でした。その後会員も１５

０名程度に増え、現在は制度化され、措置費での運営となっています。 



 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

この研修旅行は利用にとって、大いに学ぶ場となりました。とくに飛行機の利用は初めてのものばかり

でした。ホテルの宿泊も初めてのものがおり、一つずつ説明して不安をなくしてから利用しました。そう

いったことは、小さいころに家族旅行などを通して知っていくものだと思うのですが、自立援助ホームの

利用者はその経験が少ないために、欠落している部分が多く、今後の人生の中で幅を広げるために、

大切な時間だったと思われます。都会での体験はやはり「疲れた」との感想が多く、鳥取のような田舎

の良さを実感したとの感想がありました。ただ、そういったことを知っているのと知らないでいるとでは、

今後に大きな差が出てきます。この研修旅行で社会人として必要な経験やマナーを手に入れることが

できたと思います。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

実は旅行前夜になって体調が悪くなった利用者がおり全員での参加ができませんでした。旅行の計画

時点では全く問題はなかったのですが、もともと不安定な波があり、それがたまたま重なってしまいまし

た。旅行に行くまでにホーム内でも大いに盛り上がりそれぞれが楽しみにしていましたが、そういったこ

とも波が重なってしまった要因があるかもしれません。改めて自立援助ホームにおける個別のケースへ

の寄り添いが必要であると実感しました。今後は利用者にとってこの旅行にまつわる体験が一つのステ

ップになってくれることを期待しています。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 



 


